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日時：平成26年4月10日（木）　午後7時00分
場所：ラッキーバッグ株式会社本部　研修室
出席者：大橋一夫、岡野純一郎、池上究、星利佳、萩原大士、大橋史広

＜　議　事　＞
1． 開会挨拶
岡野理事より開会のあいさつ

2． 会長挨拶
　大橋会長より挨拶。「会長立候補により今期の会長に再任されることになった。前期から感じることとして、会員が薬剤師不足や日々の仕事で疲れ切っている。地域で発言力を高め貢献していくには、薬剤師会活動は必要であるので、力を結集して取組みをお願いしたい。」

3． 議事録署名人指名
理事会規定により大橋会長が議長務める。議事録署名人として萩原理事を選出。

４．報告事項
（１）各委員会及び部会活動報告
１）生涯教育委員会
星理事より、以下報告された。
①永井医師によるアンコール講演を3月13日と27日に行った。それぞれ参加者が40名、37名と多数参加があり、内容も循環器疾患について分かりやすいもので好評だった。永井医師からは、引き続き研修等に協力して頂けるとの言葉があったので、医師講演会は引き続き実施していくとともに、別の機会も設けながら地域の先生方との企画をしていくことが述べられた。

②在宅ワーキンググループとして2回の研修会を行った。県立新庄病院、ケアマネとの合同研修は、県立新庄病院の石山医師からも良い評価を頂いた。悪性腫瘍のレジメン勉強会は、癌腫を変えて行う予定。引き続き、活動を継続していく。

　　２）学校薬剤師会
　池上理事より、3月12日に学校薬剤師会の会議について報告。10名の参加があり、来期の活動内容、組織体制について議論された。部会費として約37万円があるが、各学校にアンケートを取った際に検査の要望などもあったので、機器の購入や研修会など有効に活用していくことで合意したことが報告された。

５．　協議事項
（１）新役員について
　大橋会長より、今期役員として下記内容で報告され、承認された。
会長：大橋一夫
副会長（保険薬局部会長）：岡野純一郎
副会長（総務広報委員長）：安喰裕紀
理事（学校薬剤師部会長）：池上究
理事（生涯学習対外担当委員長）：星利佳
理事（薬－薬連携・ﾘｽｸﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ委員長）：大橋史広
理事（保険薬局副部会長）：萩原大士
監事：鈴木寿枝、矢作まち子

（２）平成26年度支部総会について
　5月27日にゆめりあにて開催することで承認された。

　（３）各委員会及び部会事業報告と事業計画（予算）
池上理事より、別紙のとおり素案について説明された。次回、理事会を5月8日に開催することで合意され、今月中に各組織の平成25年度事業報告、平成26年度事業計画書を事務局まで提出するように依頼された。

６．　閉会挨拶
　　池上理事より閉会のあいさつ
議事録作成人　　　大橋　史広　　　 
議事録署名　　　　　　　　　
平成25年　　月　　日　
